
『パ クサ ム ・ジ ュンサ ン』 の仏 教 史年 表 前 文

西 岡 祖 秀

I. ス ムパ ・ケ ンポ ・イ ェー シ ェー ・ペ ル ジ ョル Sum pa mkhan po Ye ges dpal

bbyor (1704-1788年) が1748年 に 著 わ した 『パ クサ ム ・ジ ュ ンサ ン』 中 に は, チ ベ

ッ ト仏 教 に関 す る完 備 した形 の年 表 が 掲 載 され て い る。 この年 表 が 『パ ク サ ム ・

ジ ュ ンサ ン』 中 に い か な る位 置 を 占 め るか を, 本文 中 に示 され た科 段 と科 文 を掲

げ る こ とに よ って 見 て み た い。

序 文. (f 1b1); part I2), P. 1)

1. 仏 陀 の 出 現 と教 法 の 確 立. (ff. 2a-3gb; pp. 1-64)

2. 法 王 ・仏 教 者 ・宗 派 の お こ り.

2.1. イ ン ド仏 教 史. (ff. 39b-95a; pp. 65-146)

2.2. チ ベ ッ ト仏 教 史.

2.2.1. 法 王 統 (ff. 95a-108a; part II, pp. 147-166)

2.2.2. 教 法 の お こ り.

2.2.2.1. 前 期 伝 播. (ff. 108b-115a; pp. 166-176)

2.2.2.2. 後 期 伝 播. (ff. 115a-256a; pp. 176-406)

2.2.2.3. 翻 訳 者 とパ ン デ ィ タ に よ っ て チ ベ ッ ト語 訳 さ れ た 経 論. (ff. 256a-272

a; part II, pp. 406-430+part 111,3) pp. 3-5)

2.2.2.4. チ ベ ッ トの 学 者 た ち の (時 代 の) 前 後 を 容 易 に 知 る た め に 生 没 年 を 年

表 に 示 す.

2.2.2.4.1. rab byuh が 始 ま る 以 前 の 主 要 年 を い く ら か 述 べ る. (fol. 272a-b;

pp. 5-7)

2.2.2.4.2. rab byuh 12 (1027-1746年) の 全 年 を 年 表 に 示 す. (ff. 273a-287b; pp.

7-90)

2.3. 中 国 仏 教 史. (ff. 288a-300b; pp. 91-160)

2.4. 蒙 古 仏 教 史. (ff. 300b-316a; pp. 160-176)

後 書 き. (ff. 316a-317a; pp. 176-179)

以 上 の よ う に,『 パ ク サ ム ・ ジ ュ ン サ ン』 は チ ベ ッ ト仏 教 史 を 前 期 伝 播 (sha dar)

と 後 期 伝 播 (phyi dar) に 二 分 し て 述 べ た あ と, そ の 末 尾 に 既 に 本 文 中 に 取 り上 げ
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た主 要 人 物 を年 代 順 に整 理 して, 先 ず 翻 訳 事 業 につ い て 翻 訳 者 とパ ンデ ィタ を リ

ス トア ッ プ し翻 訳 経 論 の 目録 (プ トゥンの 『仏教史』 目録部 を引用)4) を 示 し, 次 い

て主 要 事 項 を年 表 に纒 め て い るの て あ る。 年 表 は rab byuh が始 ま る1027年 以 前

の主 要 年 を1葉 足 らず に記 述 した, い わ ば年 表 の 前 文 とて も言 うべ き 部 分 (上記

科段 の 〈2.2.2.4.1〉) と, 1027年 か ら1746年 ま て の720年 を全12葉 の年 表 に示 した

部 分 (上記科段 の 〈2.2.2.4.2〉)5) とか ら成 る。 後 者 に つ い て はS. C. ダ ス の 英 訳6)

が あ るが, ヴ ァス トリコ フが 酷 評 す る よ うに7)極 め て 不 完 全 な もの て あ る。 本稿

て は前 者 の 和 訳 を示 す こ と に よ り, 年 表 の 全 貌 を 知 る手 が か りと した い。

II. 和 訳 の テ ク ス トに は五 召 当廟 本 (注1, f, 272a7-b7) を 使 用 し, ロ ー ケ ー シ

ュ ・チ ャ ン ドラ本 (注3, P. 5, l. 17-P. 7, 1.2) も参 照 した。 文 中, あ る年 の記 述 が 終

り, 次 に示 す 年 の 記 述 が 始 ま る直 前 に, 前 記 の年 か ら何年 が過 ぎた とい う経 過 年

数8)が チ ベ ッ ト数 字 て 記 入 され て い るが, 訳 文 に お い て は それ を ア ラ ビア数 字 て

括 弧 内 に示 した。 ま た十 干 ・十 二 支 に よ って示 され るチ ベ ッ ト暦 の相 当西 暦 年9)

は, そ れ に 続 く括 弧 内 に 記 した。

〔和 訳 〕…(前 略)…仏 陀10)カ ミ 「火 の え午 」(紀 元 前915年) に誕 生 され て か ら498年

が過 ぎ, ま た 入滅 され た 「火 の と 卯 」(紀 元前834年) か ら417年 が過 ぎ た 「木 のえ 子 」

(紀 元 前417年) に ニ ャー キ gNah khyi が (お 生 まれ に な った)。 ま た そ れ か ら660年

が過 ぎた 「木 の え 子 」(244年) に ラ ・ト ト リlHa tho tho ri が お 生 まれ に な り, 60年 目

(303年) に有 雪 国 に 正法 が 広 ま る前 兆 が起 こ り, さ らに60年 お わ して 「水 の と亥 」(363

年) に没 した。(253) そ れ か ら254年 目11)の 「火 の え 丑」(617年) に ソ ン ツ ェ ン ・ガ

ムポ Sroh btsan sgam po が お 生 ま れ に な り, (7) そ の8年 目の 「木 の え 申」(624年) に

ギ ャ ム ツ ォ ・ナ ム ゲル rGya mtsho rnam rgyal が シ、ヤ ンバ ラの 王 位 に着 き, Me mkhab

rgya mtsho 暦12)が 始 ま り, マ カ Ma kha て ダ ン ツ ィ ・ロ ドゥー sPrah rtsi blo gros

の 外 教 が 成 立 した。(15) それ か ら順 次 に 「土 の と亥 」(639年) に ラ デ ン ・トゥル ナ ン

1Ha ldan bKhrul snah (大 招 寺) の基 礎 を据 え た。(28)「 火 のえ 卯 」(667年) に (『ヵ ー

ラチ ャ ク ラ ・タ ン トラ』 の)13)「 成 就 品」 が 完 成 した。(123)「 金 の え 午 」(790年) に テ

ィソ ン Khri sroh が お生 まれ に な り, (16)「 火 のえ 戌 」(806年) に byed rtsis (派)14)

が 成 立 した。(3)「 土 の と丑 」(809年) に 阿闊 梨 のパ ドマ Padma が (チ ベ ッ トに) 来 ら

れ, そ の3年 目す なわ ち サ ム イ ェー (寺) bSam yas 完 成 の 年 て あ る 「金 の と 卯 」(811

年) に医 学 者 て あ る キ ュ ン ボ Khyuh bo の古 ユ トグ ・ユ ンテ ング ン ポ15) g-Yu thog sha

ma Yon tan mgon po は25歳 に な った16)の て あ る と 言 わ れ る。(55)「 火 のえ 子 」(866

年) に レル パ チ ェ ン Ral pa can が (お 生 まれ に な っ た)。(26) ま た 「水 の え 子 」(892

年) に ラチ ニ ン ・ゴ ンパ ラ プセ ル [bla chen dGohs pa rab gsal が お 生 ま れ に な った。
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(9)「 金 の と酉 」(901年) に ラ ン ダル Glah dar が 衛 蔵 の仏 教 を破 壊 しお え た。(57)「 土

の え 午 」(958年) に大 翻 訳 家 の リンサ ン Rin bzah が (お 生 まれ に な っ た)。(9) ま た 「火

の と卯 」(967年) に イ ン ドて ツ ィル パ Tsi lu pa が 時輪 教 を 広 め た と一 説 に言 わ れ る。

(6)「 水 の と 酉」(973年), あ るい は (3) ナ ナ ム ・ ドル ワ ン sNa nam rDor dbah が お 生 ま

れ に な った 「火 の え 子 」(976年) か ら (2) 3年 目の 「土 の え寅 」(978年) に後 期 仏 教 伝

播 が 始 ま った。(4)「 水 の え 午 」(982年) に ア テ ィ「 シ ャ Jo bo rje が, (8)「 金 の え 寅 」

(990年) に キ ュ ンポ ・ネ ル ジ ョルパ Khyuh po rnal bbyor pa が, (3)「 水 の と巳 」(993

年) に ドク ミ ロツ ァ ・シ ャ ー ク イ ェーhBrog mi lo tstsha Gak ye が, (11)「 木 の え 辰 」

(1004年) に ア ヴヤ カ ラ Abhya ka ra と ドム hBromと ゲ ル rGyal の レン ・ツ ル チ ャ ン

Glan Tshul byahが お 生 まれ に な っ た。(5) ル メー Klu mes 師 資 が 「土 の と 酉 」(1009

年) の 年 に モ ラ ギ ェル (寺) Mo ra bgyel を建 立 した。(1)「 金 の え 戌 」(1010年) に レ ン・

イ ェー バ ル Glan Ye bbar と ゴ ク ・チ ャ ンチ ュ ン rNog byah bbyuh が 出家 し, ゴ ク は

(1)「 金 の と亥 」(1011年) に イ ェル ワ ・ワ レ ン (寺) Yer ba Ba reh を建 立 した。 そ の年

(1011年) にナ ク ッ ォ ロ ッ ァ ・ッル ゲ ル Nag tsho lo tstsha Tshul rgyal と ク ト ゥン ・

ヅ ゥ ン ドゥー・・ユ ン ドゥ ン Khu ston brTson hgrus g-yuh druh が (お 生 まれ にな り),

(1) ま た 「水 の え子 」(1012年) に ダパ ・グ ンシ ェチ ェ ン ・シ ェル ゲル Grwapa mNon

ges can Ger rgyal とマ ル パ ロツ ァ ・チ ュ ロ Mar pa lo tstsha Chos blo が お 生 ま れ に な

り, 同 年 に シ ャ ン ・ナ ナ ムパ Shah sNa nam pa が ゲル ・ラ カ ン (寺) rGyal lha khah

を 保 持 した17)。(2)「 木 の え 寅 」(1014年) に ニ ン マ 派 の ス ル チ ュ ン ・シ ェル ダ ク Zur

chuh Ger grags が 生 ま れ る。(1)「 木 の と 卯 」(1015年) に ネ ル ジ ョル パ ・ア メ ー ・チ ェ

ンポ rNal hbyor pa A mes chenpoが, (1)「 火 の え 辰 」(1016年) に ゼ ー・ グ ン パ パ

mDzed dGon pa paが, (1)「 火 の と巳 」(1017年) に ギ ャガ ル ・チ ャグ ナ rGya gar

Phyag na とチ ャ ク ・テ ィチ ョ ク Chag Khri mchog が お 生 ま れ に な り, ドゥメ ル Gru

mer が ス ル ナ ク ・タ ンポ チ ェ (寺) Sol nag Thah po che を建 立 した。(3)「 金 の え 申 」

(1020年) に ツ ェ ン ・カ ボ チ ェ bTsan Kha bo che が, (3)「 水 の と 亥」(1023年) に ゴ

ク ・チ ュ ドル rNog Chos rdor が, (2)「 木 の と丑 」(1025年) に カ ムル ンバ.シ ャー ク

ユ ン Khams luh pa gak yon が お 生 まれ に な っ た。(1) その 翌 年 の 「火 の え 寅 」(1026

年) て Me mkhah rgya mtsho (403年) が 終 り, そ の 翌 年 に rab byuh 第1の 「火 の

と卯 」(1027年) と な り, 法 王 の ニ マ Ni ma が シ ャ ンバ ヲの 王 位 に着 い た の て あ る。

III. 以上のように, この前文は仏陀の生没年を基準 とし, 順 次に経過年数

を数えて主要な年名を年代順に配置 し, 該当事項を記したものてある。ここに所

載された人名の殆どは誕生年のみが示され, その死亡年はこの後に続 く年表中に

見い出される訳て, 前文と年表は不可分のものてあるといえるQな お, 前文中の
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古代史にかかわる記述は, 敦煙文献を駆使した現在の古代史研 究の成果18)か ら

すれば荒唐無稽て取るに足らない ものてあるが, チベ ット人仏教史家の説 延い

てはチベット人の一般的理解がいかなるものてあるかを知る上ての貴重な資料 と

いえよう。最後に前文中に所載された諸事項の索引を付す。数字は該当西暦年を

表わす。

〔索 引〕

Klu mes, 1009. 

Khams Jun pa cak yon, 1025. 

Khu stop brTson hgrus g-yun drun, 1011.

Khyun po rnal hbyor pa, 990.

Khri sron, 790.

Gru mer, 1017.

Grwa pa mNon ces can cer rgyal, 1012.

Glare dar, 901.

Glan Tshul byan (rGyal), 1004.

Glan Ye hbar, 1010.

rGya gar Phyag na, 1017.

rGya mtsho rnam rgyal, 624.

rGyal lha khan, 1012.

sGrub pahi lehu, 667.

rNog Chos rdor, 1023.

rNog byan hbyun, 1010, 1011.

Chag Khri mchog, 1017.

Jo bo rje, 982.
Ni ma, 1027.

gNah khyi, B. C. 417.
Nag tsho to tstsha Tshul rgyal, 1011.

rNal hbyor pa A mes chen po, 1015.

sNa nam rDor dban, 976.

Padma, 809.

sPran rtsi blo gros, 624.

phyi dar, 973, 978.

byed rtsis, 806.

bla chen dGons pa rab gsal, 892.

hBrog mi to tstsha cak ye, 993.

hBrom, 1004.

Ma kha, 624.

Mar pa to tstsha Chso blo, 1012.

Me mkhah rgya mtsho, 624, 1026.

Mo ra hgyel, 1009.

Tsi lu pa, 967.

bTsan Kha bo che, 1020.

mDzed dGon pa pa, 1016.

Shahft sNa nam pa, 1012. 

Zur chufn cer grags, 1014. 

g-Yu thog sna ma Yon tan mgon po, 811. 
Yer ba Ba ren, 1011.

rab byun dare po, 1027.

Ral pa can, 866.

Rin bzan, 958.

Sans rgyas, B. C. 915, B. C 834.

Sol nag Than po che, 1017.

Sron btsan sgam po, 617. 

bSam yas, 811. 

Ma tho tho ri, 244, 363. 

lHa Idan hKhrul snap, 639. 

A bhya ka ra, 1004.

1) Collected Works of Sum-pa-mkhan-po, vol. 1 (317 fols.), rata-pitaka series, vol. 214,
New Delhi, 1975.

2) S. C. Das: PAG SAM JON ZANG, part I, II (pp. 1-430), Culcutta, 1908.
3) Lokesh Chandra: DPAG BSAM LJON BZAN, part III (pp. 1-179), Bata-pitaka

series vol. 8, New Delhi, 1959. な お 本 書 のpp. 1-2 は 注2) の part II, pp. 429-430と

重 複。

-307-



『パ クサ ム ・ジ ュ ンサ ン』 の仏 教 史年 表 前 文 (西 岡) (196)

4) 拙 稿 「『プ トゥ ン仏 教 史 』 目録 部 索 引 」I(東 京 大学 文 学 部 文 化 交 流 研 究 施 設 研 究 紀

要, 第4号, 昭 和56年) p. 64, n. 12; II (同 第5号, 昭 和57年) p. 46, n. 3; III (同 第

 6号, 昭 和58年) p. 54, n. 2参 照。

5) 年 表 部 分 は 乱273a-284bま て の12葉 て あ り, 残 りの3葉 (ff. 285a-287b) に は, 本

 年 表 の記 載 と矛 盾 す る他 の 史 書 の 説 に 対 す る批 判 を 述 べ る。 な お 年表 は1葉 の表 裏 を

 それ ぞれ 縦3段, 横10段 に 区切 り合 わ せ て60区 画 を と り, そ れ に1 rab byuh の60年

 を割 り当 て て い る。

6) S. C. Das: Life of Sum-pa Khan-po, also styled Yeges-Dpal-hbyor, the author of 
 the Rehumig (Chronological Table), Journal of the Asiatic Society of Bengal, part

 I, no. IL 1889, pp. 37-84参 照。

7) A. I. Vostrikov: Tibetan Historical Literatrue, Culcutta, 1970, pp. 130-137 参 照。

8) チベ ッ ト文 献 て は, あ る事 件 か ら次 の 事 件 まて の 時 の長 さを表 現 す るの に, 基 準年

 か ら何 年 が過 ぎ た と し て そ の経 過 年 数 を示 す 場 合 と, 第 何 年 目 とい う表 現 を と る場合

 と が あ り, そ の詳 細 は 山 口瑞 鳳 (a)「 チベ ッ ト史 料 の年 次 計 算 法 」 『東洋 学 報 』第63巻

 3・4号, 1982年, pp. 141-168参 照。 本 前 文 中 に も上 記 の 二種 の 表 現 が 使 い 分 け ら れ

 て い る。

9) rab byuh の始 ま りて あ る 「火 の と卯 」 が1027年 て あ る こ とか ら逆 算 し て 求 め た。

 山 口瑞 鳳 (b)「 チ ベ ッ トの暦 学」 『鈴 木 学 術 財 団研 究 年 報 』 第10号, 1973, p. 77, p. 89

 (n. 1);『 蔵 漢 大 辞 典 』 北 京, 1985, pp. 3195-3214参 照。

10) 仏 誕 年 次 を 「火 の え午 」 に, 仏 滅 年 次 を 「火 の と卯 」 とす るの は, チ ベ ッ トに お け

 る暦 学 の二 系 統 (byed rtsis と grub rtsis) の うち の byed rtsis で あ り, ス ムパ ・ケ ン

ポ は この派 を支 持 し た。 山 口前 掲 書 (b), pp. 80-81; A. I Vostrikov 前 掲 書, p. 108,

n. 337参 照。

11)「 それ (363年) か ら254年 目」 は363+253=616て 「火 の え 丑 」(617年) に は な らな

 い。 法 王 統 を述 べ る箇 所 (f. 101b4; part II, p. 156) て も, 経 過年 数 を チ ベ ッ ト数 字 て

 253と 示 した あ と 「それ か ら250余 年 が 過 ぎた 火 の え丑 に」 と あ り, い ず れ も経 過 年 数

 を254年 とす べ き も の と思 わ れ る。

12) Me mkhab rgya mtsho は403を 表 わ す語 て, そ の 暦 は624年 を 元 年 と し403年 目の

 1026年 を も っ て終 わ る (本 前 文 の1026年 の項 参 照)。 山 口前 掲 書 (b), p. 82, p. 89 (n.

 1), p. 92 (n. 51);『 蔵 漢 大 辞 典 』pp. 2106-2107参 照。

13) Lokesh Chandra: Kongtrul's Encyclopaedia of Indo-Tibetan Culture, rata-pitaka

 series vol. 90, New Delhi, 1970, P. 591. II 5-6参 照。

14) 注10) 参 照。
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